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認知症高齢者を
行方不明にさせないために
～早期発見・保護のための登録制度を始めます～

高齢・障がい福祉課（☎㉑5559）
介護保険課（☎㉑5583）

　国によると、全国の認知症高齢者数は2010（平成22）年は約280万人で、今後も
増加が見込まれ、2025（平成37）年には約470万人になると推計されています。ま
た、現在、全国の認知症の行方不明者の届出数は１万人を超え、所在不明の人も

多くいます。

　認知症の高齢者が行方不明にならないためには、徘
はい

徊
かい

に早期に対応し、発見・

保護に努める仕組みをつくることが重要です。

　市では、認知症になっても安心して暮らせるよう、地域のネットワークをつく

って高齢者を見守っていきます。

　

認
知
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
行
動
と
し
て
、
場
所
や

時
間
の
見
当
が
つ
か
な
く
な

り
、自
宅
に
戻
れ
な
く
な
る「
徘

徊
」
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
徘
徊
の
恐
れ
の
あ

る
高
齢
者
の
日
頃
か
ら
の
見
守

り
と
、
早
期
の
発
見
・
保
護
の

た
め
に
、
希
望
者
の
事
前
登
録

を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
ご
家
族
は
、市
の
担
当
課（
高

齢
・
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
介

護
保
険
課
）
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

登
録
を
し
た
人
に
は
、
登
録

番
号
を
記
載
し
た
「
反
射
シ
ー

ル
」（
左
図
参
照
）
を
お
渡
し
し

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
高
齢
者

の
靴
や
つ
え
な
ど

に
貼
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

も
し
、
反
射
シ

ー
ル
を
貼
っ
て
い

る
人
を
見
掛
け
た

ら
、
伊
勢
警
察
署

（
☎
⑳
０
１
１
０
）

や
市
の
担
当
課
へ

徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
の

登
録
制
度
を
始
め
ま
す

　

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場

合
、
警
察
の
捜
索
の
協
力
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
防
災

行
政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル
で
情

報
提
供
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
早

期
発
見
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
に

つ
い
て
は
、
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

市
民
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
と

 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

徘
徊
の
た
め
に
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
人
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
家
族
の
元
へ
安
全
に

帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、　

警

察
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関

が
協
力
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
下
図

参
照
）
が
で
き
ま

し
た
。

　

地
域
の
み
ん
な

で
高
齢
者
の
見
守

り
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

 

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

「
い
せ
見
守
り
て
ら
す
」
が

 

で
き
ま
し
た

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
関
係

機
関
か
ら
家
族
な
ど
に
連
絡

し
、
無
事
に
家
へ
帰
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

徘徊SOSネットワーク「いせ見守りてらす」
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認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
も
の
で
、
い
つ
、
自
分
や

家
族
・
友
人
が
認
知
症
に
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

他
人
事
と
し
て
無
関
心
で
い

る
の
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち

の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識

を
持
つ
こ
と
が
、
認
知
症
の
よ

き
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
と
接
す
る
際
に

は
、
認
知
症
に
伴
う
機
能
低
下

を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
相

手
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
接
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
心

得
と
し
て
、
３
つ
の
「
な
い
」

と
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　
 

認
知
症
に
つ
い
て

　

 
よ
き
理
解
者
に
な
ろ
う

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
に

大
切
な
こ
と

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症について正しく理解し、

認知症の人や家族を温かく見守る「応援者」です。あなたも認知症サポーターになりませんか。

※伊勢市には3,820人（平成26年３月31日現在）のサポーターがいます。

認知症サポーター養成講座を開催
と　　き　10月２日㈭、午後１時30分～
と こ ろ 　ハートプラザみその・多目的ホール

対　　象　市内在住の人
内　　容　認知症についての話、認知症の人やその家族への関わりにつ
　　　　　いての話

講　　師　山川伸隆さん（いせ山川クリニック院長）、キャラバン・メイト
申し込み　電話またはファクスで介護保険課（FAX⑳8555）へ

養成講座は地域でも開催
　グループや地域の仲間などを対象とした講座も行っています。皆

さんの近くの場所で、市や地域包括支援センターが講座を開催します。

　講座の開催を希望する場合は、介護保険課へ気軽にご連絡ください。

①まずは見守る
　　本人や他の人に気付かれないように、一定の

距離を保ち、さりげなく様子を見守りましょう。

②余裕を持って対応する
　　こちらの困惑や焦りは相手にも伝わります。

自然な笑顔で対応しましょう。

③声を掛けるときは一人で
　　複数で取り囲むと恐怖心を与えてしまいます。

④後ろから声を掛けない
　　相手の視野に入ったところで、「何かお困りで

すか？」「どうなさいましたか？」などと声を掛

けましょう。

⑤相手に目線を合わせて優しい口調で
　　目線を同じ高さに合わせましょう。

⑥穏やかに、はっきりした滑舌で
　　早口・大声・甲高い声でまくしたてたりせず、

ゆっくりとはっきりと話し掛けましょう。

⑦相手に耳を傾けてゆっくり対応する
　　急がさず、同時に複数の問い掛けはしないよ

うにしましょう。相手の言葉をゆっくり聴き、

何をしたいかを予測・確認していきます。

驚か
せないない
急が

せないない
自尊心

を傷つ
けない

７ つのポイント

３つの
「ない」

あなたも「認知症サポーター」になりませんか

認知症サポーター養成講座
予算額〔平成26年度〕  約19万円
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こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
７
９
）

教
育
総
務
課
（
☎
㉒
７
８
７
５
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

平
成
24
年
８
月
、
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
や
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
と
関
連
法
に
基
づ

き
、幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡

充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い
く

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
に
本

格
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
幼

稚
園
・
保
育
所(

園)

・
認
定
こ

ど
も
園
の
利
用
手
続
き
が
変
わ

り
ま
す
。

※
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

新
制
度
に
移
行
す
る
園
と
現
行

制
度
の
ま
ま
継
続
す
る
園
が
あ

り
、
今
後
、
各
園
の
判
断
で
ど

ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
内
閣

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
8
.cao.go.jp/shoushi/

shinseido/index.htm
l

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
保
育
所
や
幼
稚
園
を
利
用

す
る
手
続
き
は
ど
う
変
わ
る

の
？

Ａ
．
手
続
き
方
法
は
大
き
く
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
所
や

幼
稚
園
な
ど
を
利
用
す
る
子
ど

も
の
保
護
者
が
３
つ
の
区
分

（
１
〜
３
号
）に
関
す
る
認
定
を

受
け
る
こ
と
や
、
認
定
を
受
け

た
場
合
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ

る
な
ど
、
従
来
の
手
続
き
と
は

異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
料（
利
用
料
）は
ど
う

変
わ
る
の
？

Ａ
．
保
育
所
な
ど
の
保
育
料

は
、
現
在
の
利
用
者
負
担
の
水

準
や
保
護
者
の
所
得
な
ど
に
応

じ
て
、
国
が
定
め
る
基
準
を
上

限
と
し
て
、
市
町
村
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
定
め
ま
す
。
幼

稚
園
の
保
育
料
も
同
様
の
仕
組

み
で
す
。（
現
行
制
度
を
継
続

す
る
幼
稚
園
を
除
く
）

新
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

現行制度

新制度イメージ

伊勢市

伊勢市

伊勢市

利用者 幼稚園 利用者 保育所（園）

利用支援・
あっせん・
要請、調整、
措置

保育料
（幼稚園・認定こども園）

利用者 教育・保育施設
（幼稚園・保育所・認定こども園）

契約（代理申請）

幼稚園就園奨励費※
（代理受領）

保育料（私立）

※補助金申請、幼稚園就園奨励費は、私立幼稚園を通して実施されています。

（※1）幼稚園・保育所・認定こども園を利用するには、伊勢市の認定を受けることが必要になります。
　　　 認定には、３つの認定区分〔教育標準時間認定（１号認定）、保育認定（２号認定・３号認定）〕があります。
（※２）児童福祉法第24条において、保育所における保育は市町村が実施することとされていることから、保育所の

場合は、市町村と利用者の間の契約となり、利用児童の選考や保育料の徴収は市町村が行うこととなります。

保育料（公立）

学校教育

契約

補助金の申請※

幼稚園就園奨励費※

保育料
公法上の契約（委託）
運営費の支払い

保育

保育の必要性の認定
（※1）

契約
（※2）

保育料
（保育所）　
（※2）

施設型給付
（法定代理受領）

学校教育・保育の提供

契約

幼稚園 保育所
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３
つ
の
認
定
区
分

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
・
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を

利
用
す
る
場
合
、
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
は
、
保
護
者
の
就
労
状

況
や
希
望
に
応
じ
、「
教
育
標

準
時
間
認
定
」「
満
３
歳
以
上
・

保
育
認
定
」「
満
３
歳
未
満
・
保

育
認
定
」
の
３
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育
認
定
を

受
け
る
場
合
は
、「
保
育
の
必

要
量
」
に
よ
り
「
保
育
標
準
時

間
」「
保
育
短
時
間
」
に
分
か
れ

ま
す
。（
下
表
参
照
）

 

平
成
27
年
度
の

 

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の
入
園
申
し
込
み

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
開
始
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
の
公
立
・
私
立
保
育
所
、
公

立
幼
稚
園
、
公
立
認
定
こ
ど
も

園
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園（
２

号
・
３
号
認
定
）
の
入
園
申
し

込
み
の
受
け
付
け
は
、
11
月
か

ら
行
う
予
定
で
す
。詳
し
く
は
、

「
広
報
い
せ
」
10
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
私
立
幼
稚
園
、
私
立

認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

は
、
例
年
ど
お
り
９
月
か
ら
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
左

表
参
照
）

在
園
中
の
子
ど
も
の
手
続
き

　

す
で
に
在
園
中
の
子
ど
も

も
、
利
用
の
た
め
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
方
法
は
、
各
園
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平成27年度
私立幼稚園・私立認定こども園の入園児を募集
申し込み　９月１日㈪から、各園へ
※入園手続きなど詳しくは、各園へ問い合わせてください。

施設名 所在地 電話番号
修道こども園（※） 楠部町48-40 ㉘1565
有緝幼稚園 船江2丁目2-29 ㉓5225
中島幼稚園 中島2丁目13-4 ㉘2438
明倫幼稚園 岡本1丁目18-65 ㉘4094
常盤幼稚園 岩渕1丁目6-32 ㉘4420
まるこ幼稚園 一之木1丁目8-3 ㉘5310
神宮高倉山幼稚園 八日市場町17-20 ㉘4248
神宮五十鈴川幼稚園 宇治中之切町38-2 ㉒4550
双康幼稚園 黒瀬町562-13 ㉒7890
ゆたか幼稚園 御薗町王中島23 ㉒3480
暁の星こども園（※） 小俣町本町1336 ㉒0689
和順こども園（※） 小俣町元町214-3 ㉘1121
※修道・暁の星・和順の各こども園は、1号認定希望の入園児
　のみ募集します。（2号・3号認定は11月から募集）

３つの認定区分
認定区分 認定内容 利用先

1号認定
（教育標準時間認定）

満3歳以上で、教育を希望する場合 幼稚園
認定こども園

2号認定
（満3歳以上・保育認定）

満3歳以上で、保育を必要とする場合
・満3歳以上保育標準時間
・満3歳以上保育短時間

保育所
認定こども園

3号認定
（満3歳未満・保育認定）

満3歳未満で、保育を必要とする場合
・満3歳未満保育標準時間
・満3歳未満保育短時間

保育所
認定こども園

保育の必要量
　「保育の必要量」は、保護者の就
労状況などにより、次のいずれか
に分かれます。
○保育標準時間利用…フルタイム
　就労を想定した利用時間（最長お
　おむね11時間）
○保育短時間利用…パートタイム
　就労を想定した利用時間（最長お

　おむね8時間）

新制度における申し込み方法

幼稚園を利用希望の場合 保育所を利用希望の場合

①幼稚園へ利用申し込み ①市に「保育の必要性」の認定を申請
※「③利用希望の申し込み」も同時にできます。

②幼稚園から入園の内定 ②市から認定証を交付
　（２号認定、３号認定）

③幼稚園を通じて利用のための認定
　を市に申請

③市に保育所の利用希望を申し込み
　（希望する施設名などを記載）

④幼稚園を通じて市から認定証を交
　付（１号認定）

④申請者の希望、保育所などの状況により、
　市が利用を調整

⑤利用先の決定後、契約⑤幼稚園と契約

※新制度に移行しない幼稚園を利用する場合は、認定の申請は不要です。

認定こども園を利用希望の場合

　１号認定の場合は「幼稚園を利用希望の場合」、２号・３号認定の場合は「保
育所を利用希望の場合」の手続きの流れが基本となります。
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９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」、

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は
「
防

災
週
間
」
で
す
。
防
災
の
日
は

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で

あ
る
と
と
も
に
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
時
季
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
震
や
風
水
害
な
ど

に
対
す
る
心
構
え
を
育
成
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
は
、
30
年
以
内
に
70

％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
な
場
所

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
指
定
避

難
所
の
見
直
し
や
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
支
え
合
え
る
よ
う
に
防
災
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

も
、
災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
市
役
所
な
ど
の
公
的

機
関
に
よ
る
迅
速
な
支
援
は
困

難
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る（
自

助
）
」、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る（
共
助
）
」

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

も
、
公
的
機
関
か
ら
の
迅
速
な

支
援
は
困
難
で
す
。
特
に
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
に
被
害

が
広
域
に
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る

場
合
に
は
、
数
日
間
、
救
援
物

自
分
で
守
ろ
う（
自
助
）

防災の日防災週間
９月１日 8月30日～9月5

日

「自助」「共助」で災害に備えよう。
危機管理課（☎㉑5523）

伊勢市の地震被害想定
　あらゆる可能性を科学的見地から考慮し、発生する確率は極めて低いものの理論上は起こり得る最
大クラスの南海トラフ地震が発生した場合の被害想定は、次のとおりです。

【出典：三重県地震被害想定調査（平成26年３月18日公表）】

死者 避難者（発生1日後） 建物被害

約7,900人 約106,000人 約41,000棟

この被害を少しでも減らすためには、日々の備えが大切です。

資
が
届
か
な
い
状
況
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
支
援
が
届

く
ま
で
「
自
分
自
身
で
生
き
延

び
る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
想
定
の
も
と
、
内
閣
府
は
７

日
分
の
備
蓄
を
勧
め
て
い
ま
す

が
、
最
低
で
も
３
日
分
以
上
の

備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

備蓄例
・・飲料水（１日１人３ℓ )
・・食料
・・簡易トイレ
・・懐中電灯(電池もセットで)
・・ラジオ
・・カセットコンロ(ボンベもセットで)
・・浴槽には水を張るなどしておく　など
※当面の間、きめ細かな支援は困難ですので、個別の事情に左右さ
　れるものは自分で用意しましょう。
　○個人の状況によって必要な物
　　眼鏡、入れ歯、補聴器、持病の薬、アレルギー対応食など
　○赤ちゃんがいる家庭では
　　おむつ、ミルク、哺乳瓶、離乳食など

３
日
分
以
上
の
備
え
を
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家
族
と
生
き
延
び
る
た
め
に

　

自
分
と
大
切
な
家
族
が
生
き

延
び
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

考
え
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

・・
ど
こ
へ
避
難
す
る
？

・・
避
難
所
へ
の
行
き
方
は
？

・・
家
の
中
の
安
全
な
場
所
は
？

・・
転
倒
し
そ
う
な
家
具
の
固
定

は
？

・・
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
は
？

・・
情
報
の
収
集
手
段
は
？

・・
家
族
と
の
連
絡
手
段
は
？

・・
災
害
時
の
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の

番
号
は
？

伊
勢
市
防
災
マ
ッ
プ
で
確
認

　

伊
勢
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、
津

波
や
洪
水
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
被
害
想
定
と
避
難

所
を
示
し
た
も
の
で
す
。
伊
勢

市
防
災
マ
ッ
プ
を
見
て
、
家
族

で
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
起
こ

り
得
る
災
害
に
備
え
る
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※
伊
勢
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、
平

成
25
年
4
月
に
各
家
庭
へ
配
布

し
ま
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ー
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
危
機
管
理
課
・
各

総
合
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

１
．
自
宅
や
避
難
所
な
ど
の
危

険
度
を
確
認
し
て
お
こ
う

　

津
波
・
洪
水
・
土
砂
災
害
の

被
害
想
定
を
見
て
、
自
宅
・
勤

務
先
・
避
難
所
に
は
ど
の
よ
う

な
危
険
が
あ
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

２
．
避
難
路
を
考
え
て
お
こ
う

　

避
難
所
ま
で
の
間
に
ど
の
よ

う
な
道
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う

な
河
川
や
地
形
に
囲
ま
れ
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
避
難
路
を
一
度
歩
い
て
お

き
、
日
頃
の
道
を
防
災
の
視
点

で
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
．
避
難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
知
っ
て
お
こ
う

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
と

し
て
「
避
難
準
備
情
報
」「
避
難

勧
告
」「
避
難
指
示
」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
早
め
の
避
難
が
重

要
で
す
。

　

市
が
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

情
報
を
発
令
す
る
場
合
に
は
、

防
災
行
政
無
線
・
防
災
メ
ー
ル
・

　

市
で
は
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
し
、
自
治
会
や
自
主

防
災
隊
が
行
う
防
災
訓
練
に
対

す
る
助
言
や
防
災
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
助
け
合
い
が
必
要
で
す
。
地

域
の
防
災
訓
練
や
防
災
講
習
会

に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の

協
力
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　市では、防災行政無線の放送内容を、さまざまな方法で配信しています。
　放送内容が聞き取りにくいときのために、メール・ファクスでの配信や、電話
で放送内容を確認できるサービスを行っていますので、ぜひご利用ください。

●防災行政無線放送
　市内に設置した屋外スピーカーから放送します。

●防災メール
　防災行政無線の放送内容と火災情報、防犯情報を、登録したメールアドレスへ配信します。
　＜登録用URL＞
　携帯電話用　https://service.sugumail.com/ise/　パソコン用　https://service.sugumail.com/ise/html/

災害・避難情報を積極的に集めよう！伊勢市防災総合システム

▼

防災行政無線

防災メール登録
用二次元コード

防災行政
無線情報

避難勧告などの防災情報、津波注意報・警報、
行方不明者情報など、防災行政無線でお知ら
せする情報を配信します。

火災情報
伊勢市消防本部管内での火災情報を配信しま
す。※伊勢市消防本部への火災情報の問い合
わせは、一般電話（☎28-7474）によるテレホ
ンサービスもご利用ください。

防犯情報 伊勢市内の不審者情報、振り込め詐欺情報、
犯罪発生情報を配信します。

災
害
・
避
難
情
報
を

積
極
的
に
集
め
よ
う

地
域
で
守
ろ
う（
共
助
）

防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
天
候
や
風

向
き
な
ど
に
よ
り
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

防
災
メ
ー
ル
・
防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

登
録
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
象
情
報
な
ど
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
積
極
的
に

入
手
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
、
命

を
守
る
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

   

地
域
で
の
防
災
訓
練
・
防
災      

   

講
習
に
参
加
を

●防災行政無線電話サービス
　防災行政無線の放送内容を、電話で確認できます。
　フリーダイヤル（通話料無料） ☎0120-64-3151
　携帯電話・PHS・市外からの電話（有料） ☎20-3174

●防災FAXサービス
　防災行政無線の放送内容を、登録されたファクス番号へ通知
します。登録方法は、危機管理課へ問い合わせてください。

●ケーブルテレビ・ホームページ
　防災行政無線の放送内容を、ケーブルテレビ行政チャンネル
と市のホームページでお知らせします。

防災メールで配信する情報

家
族
で
話
し
合
お
う
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パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
を
活
用
し
よ
う

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉑
５
７
１
６
）

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
と
は
、

発
達
や
発
育
に
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
が
、
小
学
校
入
学
前
か

ら
仕
事
に
就
く
ま
で
、
安
心
し

て
一
貫
し
た
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
支
援
の
情
報
を
ス
ム

ー
ズ
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
フ
ァ

イ
ル
で
す
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
は
保
護

者
や
本
人
が
作
成
・
記
入
し
、

保
管
し
ま
す
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
の
中
身

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
に
は
、

子
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
、

学
校
・
教
育
相
談
な
ど
で
の
情

報
を
書
く
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
得
意

な
こ
と
や
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
を
書
く
こ
と
で
、

子
ど
も
の
で
き
る
こ
と
や
こ
れ

ま
で
の
支
援
の
経
過
な
ど
、
必

要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

福
祉
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
き
や
、
進
級
・
進
学
・

就
職
な
ど
新
し
い
環
境
に
変
わ

る
と
き
、
教
育
相
談
や
支
援
を

受
け
る
と
き
な
ど
に
、
関
係
す

る
人
た
ち
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル

テ
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
今
ま
で
の
様
子
を
伝
え
る

◆市役所
　・・こども家庭相談センター（☎㉑5716）
　・・高齢・障がい福祉課（☎㉑5558）
◆中央保健センター
　・・健康課（☎㉗2435）
◆小俣総合支所
　・・学校教育課（☎㉒7881）
※市のホームページにも掲載します。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

周
り
の
人
や
環
境
が
変
わ
っ

て
も
情
報
が
適
切
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、保
護
者
に
と
っ
て
も
、

説
明
が
容
易
に
な
り
、
正
確
に

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
活
用
す
る
の
？

伊勢市版「パーソナルカルテ」は
９月１日㈪以降、次の場所で配布します

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

  

平
成
26
年
度

  

伊
勢
警
察
署
協
議
会
の
開
催

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
行

政
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
委
員
が
警
察
署
に
意
見
な

ど
を
出
す
機
関
で
す
。

　

７
月
３
日
、
伊
勢
警
察
署
で

第
１
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
三
重
県
公
安
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
委
員
13
人
に
よ
っ

て
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

９
月
11
日
は

　
　

警
察
安
全
相
談
の
日

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
ま
で
に

は
至
ら
な
い
も
の
の
、
日
常
生

活
の
安
全
や
平
穏
に
関
わ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
や
困
り
事

を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の

よ
う
な
と
き
は
、
警
察
本
部
安

全
相
談
室（
☎
♯
９
１
１
０
、

☎
０
５
９
・
２
２
４
・
９
１
１

０
）
や
各
警
察
署
・
交
番
・
駐

在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
窓
口
の
ほ
か
、
電
話
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
が
刑
罰
法
令
に
抵

触
す
る
場
合
は
、
担
当
部
門
に

お
い
て
摘
発
な
ど
の
事
件
化
を

検
討
す
る
ほ
か
、
問
題
解
決
の

た
め
に
、必
要
な
助
言
・
指
導
、

他
の
担
当
窓
口
の
紹
介
、警
告
・

説
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
26
年
度
〕
約

39
万
６
千
円
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伊勢図書館 小俣図書館
☎㉑ 0077
FAX ㉑ 0078

☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　９月11日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　９月13日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　９月21日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

 上映会
時９月20日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内「ふしぎの国のアリス」（アニメ、約75分）

 不用になった図書を募集
　10月11日㈯・12日㈰に開催する古本のリサイクルフ
ェアに出す図書（雑誌・百科事典・全集を除く）を募集
しています。ご家庭で不用になった図書を、同館カウ
ンターへ持参してください。
募集期間 10月９日㈭まで

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時９月25日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時９月14日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「プラネット・ダイナソー Vol.2」（CGアニメ、58分）

 読書感想画展
 ～きみの絵で、新しい世界の扉を開こう～
時９月13日㈯～28日㈰
所２階・展示ホール
内夏休みに募集した読書感想画の展示
※10月２日㈭～９日㈭はイオンタウン伊勢ララパー
ク、10月29日㈬～11月10日㈪は小俣図書館で展示
します。

時とき  所ところ  対対象  内内容　定定員  料料金  申申し込み 指定管理委託料  1億2,445万８千円（平成26年度）
入館者数  47万 5,095人（平成25年度）

図書館へ

９月23日㈷～ 10月２日㈭は特別整理期間のため休館

行こう！

　
　

９
月
21
日
〜
30
日

　
　

秋
の
交
通
安
全
運
動

　

人
身
事
故
の
４
割
強（
高
速

道
路
上
は
７
割
強
）
が
追
突
事

故
で
す
。追
突
事
故
を
な
く
し
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
追
突
ゼ
ロ
作
戦
実
施
中

　

〜
追
突
は
、
よ
そ
見
し
な
け
り
ゃ 

　
　

防
げ
ま
す
〜

◆
作
戦
そ
の
①

　

よ
そ
見
、
考
え
事
、
不
十
分

な
車
間
距
離
、
携
帯
電
話
の
使

用
な
ど
、
追
突
事
故
の
原
因
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

◆
作
戦
そ
の
②

　

む
や
み
な
急
ブ
レ
ー
キ
の
禁

止
、ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ（
ブ

レ
ー
キ
を
数
回
に
分
け
て
踏
ん

で
点
滅
さ
せ
る
方
法
）の
励
行
、

急
な
進
路
変
更
の
禁
止
な
ど
、

追
突
さ
れ
な
い
た
め
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
作
戦
そ
の
③

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト（
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
）
の
正
し
い
着
用
、

停
止
時
の
車
間
距
離
の
確
保
、

後
続
車
両
の
動
き
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
、
も
し
も
の
追
突
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

◆
作
戦
そ
の
④

　

社
内
研
修
な
ど
で
の
注
意
呼

び
掛
け
、
家
族
や
仲
間
で
の
外

出
時
の
注
意
、
運
転
は
重
大
な

責
任
を
伴
う
と
い
う
こ
と
の
自

覚
な
ど
、
み
ん
な
で
注
意
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
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①教室名
②講師名
③氏名（ふりがな）
④住所
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号
⑧「勤労者」または「無職」
　のどちらかを記入

往
復
は
が
き
の
書
き
方

サンライフ伊勢　平成26年度後期教室　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　      　　　   （敬称略）
教室名 講師 開催日 時間 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 第1･3月曜日 18:30～20:30 10／6 12回 30人 3,800円

編物 西村　定子 第2･4月曜日 10:00～12:00 10／13 12回 30人 4,300円

パッチワーク 上田 理恵子 第2･4水曜日 10:00～12:00 10／8 12回 35人 4,300円

ペン習字 髙尾　紫岳 第1･3木曜日 10:00～12:00 10／2 12回 40人 4,300円

絵手紙 小西伊津子 第2･4木曜日 10:00～12:00 10／9 12回 30人 4,300円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13:30～15:30 10／1 21回 54人 7,200円

２ 森山　孝志 毎週水曜日 18:30～20:30 10／1 21回 54人 7,200円

３ 更家　みほ 毎週木曜日 18:30～20:30 10／2 21回 54人 7,200円

型紙 鮎澤　行彦 第2･4金曜日 13:30～15:30 10／10 12回 35人 4,300円

実用書道 髙尾　紫岳 第1･3土曜日 10:00～12:00 10／4 12回 40人 4,300円

茶道（裏千家） 山本　宗藤 第1･3月曜日 10:00～12:00 10／6 12回 25人 4,300円

健
康
づ
く
り

卓球
１ 中島　良浩 毎週水曜日 13:30～15:30 10／1 21回 35人 7,200円

２ 田畑　　浩 毎週金曜日 12:45～14:45 10／3 21回 35人 7,200円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13:30～15:00 10／2 21回 40人 7,100円

３B体操 寺田　育子 毎週金曜日 15:00～16:00 10／3 21回 40人 6,600円

ヨガ
１ 山下　ミキ 毎週土曜日 13:30～14:30 10／4 21回 25人 7,100円

２ 谷口　　文 毎週月曜日 19:30～20:30 10／6 21回 25人 7,100円

太極拳（楊
よう

名
めい

時
じ

）
１ 浜千代 悦子 毎週木曜日  9:45～10:45 10／2 21回 50人 6,600円

２ 髙橋　洋子 毎週土曜日  9:45～10:45 10／4 21回 50人 6,600円

レクダンス 平沼 美智子 毎週土曜日 13:30～14:30 10／4 21回 45人 6,600円

姿勢のゆがみ
改善ストレッチ

辻出　美香 第2･4土曜日 11:00～12:00 10／11 12回 50人 3,800円

※講師・日程などは、変更する場合があります。また、受講希望者が少ない教室は、開催しない場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。

平
成
26
年
度
後
期（
10
月
〜
平
成
27
年
３
月
）

教
室
の
受
講
者
を
募
集

対
象　

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参
照
）を
記

入
し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１

枚
の
往
復
は
が
き
で
１
人
１
講
座
の
申
し
込

み
に
な
り
ま
す
。
同
一
講
座
へ
の
重
複
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
講
経
験
の
な
い
人
、平
成
25
年
度
前
期
・

後
期
・
平
成
26
年
度
前
期
の
３
期
の
う
ち
受

講
経
験
が
１
期
以
内
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
と
な

り
ま
す
。

公
開
抽
選

と
き　

９
月
９
日
㈫
、 

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
・
１
階
ロ
ビ
ー

※
受
講
の
可
否
は
、
応
募
者
全
員
に
返
信
用

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
抽
選
日
か
ら
１
週

間
以
上
を
経
過
し
て
も
返
信
用
は
が
き
が
届

か
な
い
場
合
は
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
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伊勢市行政チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報
を、リポーターの進行により担当職員
の解説を交えながらお伝えします。
9/1～30　さまざまな舞台芸能に出
逢える　伊勢市民芸能祭オープニング
フェスティバル（16日からは文字解
説付き）
放送時間　午前６時・8時・11 時・
午後1時・4時・6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成26年度〕
2,523 万 4千円

アイティービー
コミュニティチャンネル
 ㈱ ZTV 伊勢放送局
（☎0120・270・089）

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団
体・ボランティア団体の情報などを
お伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午
後 2 時・5 時・7 時・10 時・翌日午
前0時～

ケーブルテレビ
番組案内 アイティービートピックス

 ・ ・月 ･水・金曜日の午前7時に更新し、
　奇数時間の0分から放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめ
　てお伝えします。

企画番組 
（1日・8日・16日・24日更新）

9/1～ 7 もっと！水の惑星紀行、年寄
万歳～百歳になったら～、伊勢美し国か
ら①、横井三千のお店にGo!、でかける
ネット①、ふるさとめぐり逢い①、THE 
MAKING ①、歴史街道①　9/8 ～ 15
仕事魂、皇學館大学TV、地域百景①、
Z-NAVIGATION①、ナナちゃんのお店
紹介、近場ぐるっとFOODハンター、お
しえて先生①、恋舞妓の京都慕情Ⅳ①
9/16～ 23 伊勢美し国から②、宮川イ
ンフォメーション、前川先生のあったか
ごはん、ふるさとめぐり逢い②、歴史街
道②、でかけるネット②、THE MAKING
②　9/24～ 30 ぐるぐるグルメ、８ミ
リフィルムに残る風景、ひよこくらぶ、
Z-NAVIGATION ②、おしえて先生②、
地域百景②、恋舞妓の京都慕情Ⅳ②

市議会放送
　市議会 9月定例会本会議および決
算審査の様子を、会議があった日の
翌日の午後 2時と 7時から放送しま
す。
※議会終了日の翌々日から再放送（放送時
　間：午後８時～）をします。詳しくは、　
　議会事務局（☎㉑ 5630）へ問い合わせる
　か、市のホームページをご覧ください。

みんなの広場
　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案
内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

時毎月第２金曜日、19:00～　所いせ市民活動セン
ター・２階　内 9月「白百合クラブ東京へ行く」、10
月「オオカミの護符」、11月「いのちの食べかた」、
12月「地球交響曲第2番」　定 20人（先着順）
料１回100円

「降りてゆく生き方」ご縁会（☎090-3555-1893）
DVDミニ上映会へのお誘い

時９月28日㈰、13:00～16:00　所ハートプラザみそ
の・多目的ホール　内一緒に歌ったり、踊ったり、
楽器を鳴らしたりして楽しもう。おとなも子どもも
大歓迎。地元グループ出演のコンサートもあります。

NPO法人三重音楽療法地域推進協会（☎23-1125）
ミュージックフェスティバル

時９月12日㈮、13:00～16:00　所市役所本館・2階
第1会議室　内労働相談（経営者・労働者とも）、年
金相談（老齢・障害・遺族）、健康保険・雇用保険・
労災保険などの相談

三重県社会保険労務士会南勢支部（☎22-0283）
労働・年金市民相談会

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員　料料金
申申し込み

11月１日号＝９月12日㈮
11月15日号＝９月30日㈫

掲載申し込み
締め切り

時９月18日㈭・19日㈮　所三重県建設労働組合伊
勢支部第二会館（一之木4丁目644-3）　定 40人（先着
順）　料 7,500円　申同組合同支部へ

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）
職長・安全衛生責任者教育講習会
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毎
日
を
健
康
で
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
、
ま
た
、
生
涯
学
習

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

公
民
館
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
、
開
講
期
間
を
通
し
て

受
講
で
き
る
人

受
講
料　

５
回
以
上
の
講
座
は

１
０
０
０
円（
別
途
材
料
費
な

ど
が
必
要
）

申
し
込
み　

９
月
９
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

（
下
図
参
照
）し
、
各
申
込
先
へ

（往信用表）

《申込先の住所》
《申込先の宛名》    行

何も記入しないで
ください

（返信用裏）

（　　　　　　　　　　　）

〒□□□－ □□□□

（返信用表）

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦勤務先または学校名
　（市外在住者のみ）

（往信用裏）

往
復
は
が
き
の
書
き
方

社
会
教
育
課
（
☎
㉒
７
８
８
６
）

平
成
26
年
度
後
期（
10
月
〜
平
成
27
年
2
月
）

公
民
館
講
座
の

　

   
受
講
生
を
募
集

　

公
民
館
講
座
の
募
集
案
内
チ

ラ
シ
は
、
社
会
教
育
課（
小
俣

総
合
支
所
・
１
階
）、
二
見
公

民
館
、
御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い

せ
ト
ピ
ア
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
26
年
度
〕

２
９
４
万
円
（
う
ち
受
講
料
収

入
45
万
円
）
〔
い
ず
れ
も
前
期
分

を
含
む
〕

申し込み・問い合わせ先
・・二見公民館講座…二見公民館

　（〒519－0609二見町茶屋209、☎421117）
・・小俣公民館講座…社会教育課
　（〒519－0592小俣町元町540、☎㉒7886）
・・御薗公民館講座…御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター

　（〒516－0806御薗町上條1173-1、☎364511）

※
複
数
の
講
座
に
応
募
で
き
ま

す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き
で

１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に
な

り
ま
す
。
同
一
講
座
へ
の
重
複

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
前
期
・
後
期
、

平
成
26
年
度
前
期
に
同
一
講
座

を
受
講
し
た
人（
受
講
途
中
で

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
10
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
講
座
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
公
開
抽

選
は
、
９
月
12
日
㈮
・
午
後
２

時
か
ら
、
小
俣
公
民
館
で
行
い

ま
す
。

※
受
講
可
否
に
つ
い
て
は
、
９

月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に
返
信

用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

返
信
用
は
が
き
が
届
か
な
い
場

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
余
裕
が
あ
る
講
座
に

つ
い
て
は
、
２
次
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

９
月
16
日
㈫
か
ら
各
講
座
開

講
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話

ま
た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
各

講
座
の
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
人

も
申
し
込
め
ま
す
。

■
そ
の
他

※
都
合
に
よ
り
講
師
・
日
時
・

教
材
費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
各
講
座
開
講
日
の
１
週
間
前

ま
で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間

と
し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
受
講
料
・
材
料
費
な
ど
を

徴
収
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
講
座
開
始
時
刻
の
１
時
間
前

に
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、休
講
と
な
り
ま
す
。

合
は
、
各
講
座
の
申
込
先
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

  

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

  

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業
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平成26年度後期　公民館講座　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講座名
内容

開催日 時間 開講日 回数 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

二
見
公
民
館
講
座

「赤毛のアン」を英
語で読む

おなじみ「赤毛のアン」の物語。読み方は十人十色です。原文に触れて、あなたなりのアンの素顔
を見つけてみませんか。中学英語のレベルです。

毎週木曜日
※10月30日・12月11日・
　１月１日は休講

19:30 ～ 21:00 10/9 16 回 二見生涯学習センター 15人

上野　元美 筆記用具

やさしい折り紙

基本の折り方から作品作りまでを学びます。暮らしの中で使える実用折り紙や、季節の折り紙飾り
を楽しく作りましょう。

第２木曜日 13:30 ～ 15:30 10/9 5 回 二見生涯学習センター 15人
村澤　美代 材料費 2,500 円（５回分）、筆記用具、定規、はさみ、木工用接着剤

ベジフル・ビュー
ティー《秋・冬コ
ース》

季節の野菜や果物で、体の中からきれいになりましょう。ジュースの試飲があります。
第４金曜日 13:30 ～ 15:00 10/24 5 回 二見公民館 20人
伊藤　増美 材料費 1,500 円（５回分）、タオル２枚

手づくりパン教室

楽しくパンを作り、発酵待ちの間には簡単おやつも作ります。ティータイムもあり、お土産付きです。
第 1火曜日

※1月は第2火曜日 9:30 ～ 12:30 10/7 5 回 二見公民館 15人

太田　奈美子 材料費１回につき1,500円、エプロン、三角巾、ハンドタオル、持ち帰り用容器

楽しいマジック

身近な物を使って、誰にでもすぐ覚えられて簡単に楽しめる手品のテクニックを学びます。１回目
に説明があります。
第 2･4 土曜日 13:30 ～ 15:00 11/8 10 回 二見生涯学習センター 20人

大形　弘
筆記用具、ノート、赤ペン、トランプ、新聞紙４枚、はさみ、セロハンテープ、
両面テープ

小
俣
公
民
館
講
座

はじめての韓国語

簡単な旅行会話・日常会話を楽しく学びましょう。初心者向けです。
毎週木曜日

※１月１日は休講
19:30 ～ 21:00 10/2 16 回 小俣公民館 20人

金　喜淑 筆記用具

伊勢と人物

今回の講座では、伊勢と関わる 5人の人物について学びます。①行幸天皇：持統天皇、②公卿勅使：
橘諸兄、③遊行救人僧：西行、④参宮将軍：足利義満、⑤遷宮上人：慶光院尼

第２土曜日 19:00 ～ 21:00 10/11 5 回 小俣公民館 30人
岡田　登 筆記用具

プリザーブドフラ
ワー

枯れないお花（プリザーブドフラワー）のアレンジメントを作ります。毎月１作品ずつ、楽しくア
レンジして生活に彩りを添えましょう！

第３水曜日 10:00 ～ 12:00 10/15 5 回 小俣公民館 20人

山口　理恵子
材料費１作品につき 2,500 円、はさみ（ワイヤーが切れるもの）、花持ち帰
り用袋（底のある紙袋）

フラダンス
基礎からフラダンスを学びます。手・足・腰の動き方を覚えることで頭の活性化にもつながります。
第１･３水曜日 13:30 ～ 15:00 10/1 10 回 小俣公民館 20人
菱川　律子 動きやすい服装、飲み物

ほっこりランチ
秋から冬にかけて寒さに負けない健康な生活を送れるように、体がほっこり温まるような料理を作ります。

第３土曜日 9:30 ～ 12:00 10/18 5 回 小俣農村環境改善センター 20人
北村　典子 材料費 2,500 円（５回分）、エプロン、三角巾、布巾３枚、筆記用具

煎茶を楽しもう！

日本の伝統文化、煎茶を気軽に体験し、お茶の入れ方や、お客さまへのお茶の出し方、お茶やお菓
子のいただき方を楽しく学びましょう。　※立礼式（机といすを使ったお手前）です。
第 1･3 水曜日 13:00 ～ 15:00 10/1 10 回 小俣農村環境改善センター 20人

喜多　光映
西谷　光八

材料費１回につき 300円～ 400 円程度（３種類のお菓子代を含む）、懐紙、
茶巾、懐紙ばさみ（持っている人）※懐紙ばさみは初回に 450円で購入でき
ます。希望の場合は、はがきに「⑧備考　購入希望」と書いてください。

御
薗
公
民
館
講
座

はじめての中国語

文化・習慣などに触れ合いながら楽しく学習しましょう。
毎週木曜日

※１月１日は休講
19:30 ～ 21:00 10/9 16 回 御薗公民館 20人

北岡　暁紅 テキスト代 2,500 円程度、筆記用具

古い地図を読もう！
江戸期・明治期の御薗の地図を中心に、ちょっとした作業をしながら一緒に読みましょう。

第２金曜日 13:30 ～ 15:30 10/10 5 回 御薗公民館 20人
辻村　修一 筆記用具

基礎ペン字
美しい字は心豊かにしてくれます。基本的な知識も楽しく学びましょう。
第 1･3 火曜日 10:00 ～ 11:30 10/7 10 回 御薗公民館 25人
世古口　勉 テキスト代 500円、２Ｂ鉛筆、筆記用具

フラダンス
ハワイアンの曲に乗せて心も体もリフレッシュ！手・足・腰の動きを基礎からゆっくり楽しく学びましょう。
第 2･4 金曜日 19:30 ～ 21:00 10/10 10 回 御薗公民館 15人
樫本　英子 動きやすい服装（Tシャツ着用）、飲み物

基礎ストレッチ

効果のあるストレッチを学んで、習慣化を目指し、健康的に体力維持につなげましょう。
第３土曜日

※1･2 月は第４土曜日 14:00 ～ 15:30 11/15 4 回 御薗公民館 20人

岡村　千枝子 ヨガマットまたはバスタオル、室内用シューズ、飲み物、動きやすい服装
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
26
年
度
〕

　

７
６
１
１
万
５
千
円

利
用
者
数
〔
平
成
25
年
度
〕

　

約
17
万
８
千
人

平
成
26
年
度
第
３
期

　

19
〜
21
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
お
り
、
中
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
人

※
子
ど
も
向
け
講
座
の
対
象
に

つ
い
て
は
、
講
座
案
内（
21
ペ

ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

９
月
５
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）
を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き

い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
講
座

ま
す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
講
座

へ
の
重
複
申
し
込
み
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
〜
平
成
26
年
度

第
２
期
に
同
一
講
座
を
受
講
し

た
こ
と
が
あ
る
人（
受
講
中
に

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）

は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。（
NEW
が

付
い
て
い
る
講
座
は
申
し
込
み

可
）

※
応
募
者
以
外
の
人
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

■
抽
選
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

公
開
抽
選
は
、９
月
12
日
㈮
・

午
後
２
時
か
ら
、い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
い
ま

す
。

■
受
講
可
否
の
お
知
ら
せ

　

受
講
可
否
は
、公
開
抽
選
後
、

応
募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
返
信
用

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
、

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
19
日
㈮
か
ら
講
座
開
講

日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話
ま

た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。（
受
付
時
間

：

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
10
時
）

※
９
月
19
日
㈮
・
午
前
８
時
30

分
〜
９
時
30
分
は
、
電
話
で
の

受
け
付
け
の
み
と
し
ま
す
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
受

付
後
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
日
程
・
準
備
物
な
ど
は
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
〜
平
成
26
年
度
第
２

期
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
人

も
申
し
込
め
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
い

せ
ト
ピ
ア
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
講
座
の
中
止
に
つ
い
て

　

２
次
募
集
を
し
て
も
10
人
に

満
た
な
い
講
座
は
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

講
座
開
講
日
の
１
週
間
前
ま

で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間
と

し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
・
材
料

費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・・
講
師
・
日
程
・
時
間
・
教
材

費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・・
暴
風
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
は
休
講
と
な
り
ま
す
。

往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　センター講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（子ども向け講座は
　学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつきや
　すい番号）
⑧市外在住の場合、勤務先
　と電話番号を記入
⑨子ども向け講座は保護者
　の氏名を記入

往信用　裏

52

往復はがきの書き方
（いせトピアセンター講座）
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６ヶ月講座 受講料：1,000円（別途材料費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

1
NEW
神都名勝誌を読も
う６

「神都名勝誌」は明治 28年に刊行された信頼性のある地誌といえます。今期の講座では、宇治橋
から皇大神宮（内宮）の周辺にわたる箇所を学習します。

第 3水曜日 13:30 ～ 15:30 10月15日 研修室 90人

石井　昭郎 筆記用具

2 NEW
元伊勢をめぐる 2

歴史の中に残る記録を読みながら、各地に残る元伊勢の地を探り、当時の歴史や現在の状況などを
学びます。

第 4火曜日 13:30 ～ 15:30 10月28日 研修室 80人

藤原　寛 筆記用具

3
NEW
参宮道中記を読む
17

江戸時代、参宮者の間でベストセラーとなった蔀
しとみ

関
か ん

月
げ つ

の「伊勢参宮名所図会」（寛政 9年）の巻１、
三条大橋から東海道・伊勢別街道への道中を読みます。

第 2火曜日
※11月は第4火曜日の9:30～　
　11:30、3月は第5火曜日

13:30 ～ 15:30 10月14日 研修室 117人

岡田　登 筆記用具

4 はじめての韓国語

誰でもできる韓国語（ハングル）。ハングルの子音と母音から、韓国の文化まで分かる楽しい講座です。
※初心者向けの内容ですので、中級・上級の人はご遠慮ください。

毎週火曜日
※11月4日・12月23日・30日・1月
　6日・2月17日・3月24日・31日は
　休講

19:30 ～ 21:00 10月7日 学習室 2 30人

朴　海仁
テキスト「みんなで学ぶ韓国語　文法編」（無い人には2,376円で当日販
売）、筆記用具

5 NEW
土曜大工

昭和な「ちゃぶ台」（直径 70㎝・高さ 27㎝程度、脚は折り畳み式）を製作します。

第 1・3土曜日
※11月は第1・3・5土曜日、1
　月は第 3・5土曜日、2月は
　第 3土曜日のみ

19:30 ～ 21:30 10月4日 工芸室 20人

三重県建設労働組合伊勢支部
材料費6,500円、筆記用具、鉛筆、消しゴム、タオル（手拭き、汗拭き）、
定規（50㎝以上）、メジャー（2m程度）

6
NEW
初めての篆

てん

刻
こく

～古
こ

璽
じ

漢字やかなを用いて、書や絵画に使う雅印、年賀状や書籍に押す干支の印や蔵書印を自分で作る入
門講座です。

第 2・4木曜日 19:30 ～ 21:30 10月9日 工芸室 20人

高　潤生
書道半紙 1枚、鉛筆、小さい鏡、敷物（新聞紙、布など）
※材料については、初回に講師から説明があります。

7 似顔絵入門

自己流に人の顔を描けたら楽しいことがいっぱい。味とセンスで長所を伸ばしましょう。名刺・カ
ット（押絵）・身近な人へのプレゼントなどに使いましょう。

第 2・4水曜日 19:30 ～ 21:30 10月8日 絵画室 20人

橋爪　良
鉛筆、消しゴム、水彩絵の具・色鉛筆などの画材、スケッチブック（A4サ
イズ以上）

8 初めての陶芸

陶芸の基礎から学習し、日常使う作品を作りますので、初心者でも受講できます。

第 2・3金曜日 19:30 ～ 21:00 10月10日 工芸室 20人

服部　日出夫 材料費 3,000 円、筆記用具、タオル、エプロン

9
NEW
初めてのフランス
語会話

フランス語をこれから始めたい人向けの初級講座です。旅行で簡単な会話を楽しめることを目標に
します。

第 1・3木曜日
※1月は第 3・5木曜日 19:30 ～ 21:00 10月2日 学習室 3 20人

山村　晋平 筆記用具、フランス語辞書（持っている人）

10 役に立つ英会話

旅行などで役立つ英会話をABCの発音から学習します。海外旅行での知識や体験談などを交えな
がら進めていきます。

第2・4木曜日
※10月は第 4木曜日のみ 19:30 ～ 21:00 10月23日 学習室 2 30人

浜辺　繁幸 筆記用具

ト ピ ア だ よ り
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パソコン講座 受講料：無料（別途テキスト代・教材費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

11
NEW
パソコンで年賀状
を作ろう①

ワードを使って年賀状の表と裏、両方を作成します。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

10月24日㈮・31日㈮、
11月7日㈮（全3回） 19:30 ～ 21:30 10月24日 パソコン室 20人

小川　清宏 テキスト代 300円、教材費 400円（ＵＳＢメモリー）、筆記用具

12
NEW
パソコンで年賀状
を作ろう②

ワードを使って年賀状の表と裏、両方を作成します。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

10月28日㈫、11月4日㈫・
11日㈫（全3回） 19:30 ～ 21:30 10月28日 パソコン室 20人

小川　清宏 テキスト代 300円、教材費 400円（ＵＳＢメモリー）、筆記用具

13 デジカメとパソコン

デジタルカメラの基本操作とパソコンへの取り込み、自動修正を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基本操作ができる人に限ります。

10月 25日㈯、11月 1
日㈯・8日㈯（全 3回） 9:30 ～ 11:30 10月25日 パソコン室 20人

小川　清宏
テキスト代 300円、デジタルカメラ（あれば取扱説明書も持参）、付
属のＵＳＢケーブル、筆記用具

※「パソコンで年賀状を作ろう」No.11・12は、どちらか１つしか申し込めません。

短期講座 受講料：５回以上の講座は1,000円（別途材料費・教材費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

14 癒しのヨーガ
※女性対象

深い呼吸とやさしいポーズで心と体のバランスを整えます。少しずつ体をほぐしながらポーズに近
づけていきますので、初めての人でも安心です。

第1・3水曜日 13:30 ～ 15:00 10月1日 学習室 1 20人

やまじ　ゆみこ 運動のできる服装、タオル、飲み物、ヨガマットまたはバスタオル

15 NEW
なっとく法務局 9

相続登記や遺言、土地の境界、成年後見制度をテーマに、一般的な知識を学習する講座を開催します。

11月 4日㈫・11日㈫・
18日㈫・25日㈫（全 4回） 13:30 ～ 15:30 11月4日 学習室 2 20人

法務局職員、公証人 筆記用具

16 NEW
マイカー点検教室

自動車の構造・装置などについて一般的な知識を学習し、日常点検などを実車を使用して行う、ド
ライバーに役立つ学習をします。

10月 18日㈯ 13:30 ～ 16:30 － 研修室 30人

三重県南部自動車整備協
同組合

筆記用具
※作業のできる軽装でお越しください。（かかとの高い履物、スカートは不可）

17 オンリーワン珈琲

おいしい珈琲の淹
い

れ方を学び、「世界のコーヒー味めぐり」を楽しんでみましょう。

10月 28日㈫、11月 4
日㈫・11日㈫（全 3回） 13:30 ～ 15:30 10月28日 調理室 20人

中村　雅則 材料費1,500円（3回分）、布巾２枚、タオル、筆記用具

18 パーソナルカラー

似合う色を知ると、表情も生き生きし若返りの効果も。一人一人ドレープ（布製の色見本）を当て
て似合う色を診断し、あなたの隠れた魅力を引き出します。

11月 10日㈪ 9:30 ～ 11:30 － 学習室 2 15人

天野　沙知 教材費 500円、手鏡、筆記用具

19

コーディネートで
もう悩まない！服
のカラーコーディ
ネート講座

パーソナルカラーの取り入れ方、配色の基本ルール、コーディネートの仕方をお伝えします。
※以前にパーソナルカラーを受講したことがある人で、自分のシーズンを把握している人に限ります。

11月 10日㈪ 13:30 ～ 15:30 － 学習室 2 15人

天野　沙知 教材費 500円、筆記用具

※「パーソナルカラー」No.18に申し込む場合は、No.19には申し込めません。
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子ども向け講座 受講料：無料（別途材料費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

開催日 時間 開講日 場所 定員
講師（敬称略） 持ち物

20

NEW
親子で陶芸にチャ
レンジ
※市内在住の小・中
　学生と保護者対象

茶碗やお皿などいろいろな形を作りましょう。絵を付けることもできます。親子で一つずつ作れます。
※両日とも参加できる人に限ります。

10月11日㈯・25日㈯（全
2回） 9:30 ～ 11:30 10月11日 工芸室 15組

伊勢陶芸クラブ・陶和会・
陶遊会・なごみ会

材料費 300円、筆記用具、タオル

21

NEW
親子でお菓子作り
にチャレンジ
※市内在住の小・中
　学生と保護者対象

お菓子作りの初心者でも大丈夫！焼き菓子とフルーツのお菓子を作ります。親子で楽しい時間を過
ごしてください。

11月29日㈯ 13:30 ～ 16:00 － 調理室 15組

かなえ 材料費1,000円、エプロン、タオル、三角巾、布巾２枚、持ち帰り用袋

22

NEW
親子でサイエンス
～不思議グッズを
作ってみよう
※市内在住の小・中
　学生と保護者対象

不思議グッズを作ってみよう。①ボールが通り抜ける壁、②入れたお金が見えない貯金箱、③ひも
を引くだけですいすい登る。

11月22日㈯ 9:30 ～ 11:30 － 工芸室 15組

楠木　宏 材料費500円、ペン（黒）、のり、はさみ、カッターナイフ、カラーペン

とき・内容　下記のとおり
ところ　いせトピア・多目的ホール
入場料　１日につき500円
　　　　※入場料は、全額、東日本大震災義援金とします。

　　　　※申し込みは不要です。

　　　　※この映画鑑賞会は、東京国立近代美術館フィルムセンター
　　　　　「優秀映画鑑賞推進事業」の一環として実施しています。

平成26年いせトピア名作映画鑑賞会

9月13日㈯  
①13:00～
「伊豆の踊子」（82分）
1974年
東宝映画＝ホリプロ
監督：西河克己
出演：山口百恵
　　　三浦友和ほか

②14:32～
「時をかける少女」
　　　　 　（104分）
1983年
角川春樹事務所
監督：大林宣彦
出演：原田知世
　　　高柳良一ほか

9月14日㈰  
①13:00～
「野菊の墓」（91分）
1981年
東映＝サンミュージック
監督：澤井信一郎
出演：松田聖子
　　　桑原正ほか

②14:41～
「ぼくらの７日間戦争」
　　　　　　  （94分）
1988年
角川春樹事務所
監督：菅原比呂志
出演：宮沢りえ
　　　五十嵐美穂ほか

ト ピ ア だ よ り
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

第62号

本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

デ
ジ
カ
メ
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
教
室

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

短
期
は
つ
ら
つ
教
室

と
き　

10
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
・

11
月
12
日
㈬
・
15
日
㈯
、
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
計
４

回
）

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

っ
た
写
真
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取

り
込
み
と
画
像
編
集
後
の
う
ち

わ
へ
の
印
刷
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

の
基
礎
知
識
の
学
習
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
使
い
方
な
ど

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ン（
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
貸
し
出
し
）、
材
料
費（
４
回

で
９
０
０
円
程
度
）

は
じ
め
て
の
そ
ば
打
ち
教
室

と
き　

10
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・

11
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
12
月

４
日
㈭
、午
前
10
時
〜
正
午（
計

５
回
）

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　

そ
ば
打
ち
体
験

定
員　

10
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

タ
オ
ル（
手
拭
き

用
）、
前
掛
け
、
三
角
巾（
タ
オ

ル
で
も
可
）、
材
料
費（
１
回
に

つ
き
４
０
０
円
程
度
）

共
通

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

（
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）
の
人
で
、
全
講
座
に
参

加
で
き
る
人

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈬（
必

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

親
子
ヨ
ガ
講
座

と
き　

10
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・

23
日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
15
分（
計
３
回
）

と
こ
ろ　

中
央
児
童
セ
ン
タ

ー（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
３

階
）

対
象　

１
歳
以
上
の
未
就
園
児

と
そ
の
親（
市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
）
で
、
全
講
座
に
参
加

で
き
る
人

内
容　

子
ど
も
と
共
に
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
で
運
動
不
足
を
解
消

し
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み

な
が
ら
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
す

講
師　

藤
原
由
佳
里
さ
ん（
ヨ

ガ
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー
ナ
代
表
）

定
員　

15
組（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
９
月
16
日
㈫
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）
を
記
入
し
、
中
央
児
童
セ

ン
タ
ー
へ

※
入
場
の
可
否
は
、
９
月
23
日

㈷
ま
で
に
返
信
用
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
伊
勢
支
所

〒□□□－ □□□□

（往信用表） （返信用裏）

伊勢市八日市場町13-1

5 1 6   0 0 7 6

何も記入しないで
ください伊勢市社会福祉協議会

伊勢支所
はつらつ教室担当者 宛

〒□□□－ □□□□

氏名　様
住所

①教室名
②住所
③氏名（ふりがな）
④生年月日
⑤電話番号

（返信用表） （往信用裏）

短期はつらつ教室 往復はがきの書き方

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項（
上
図
参
照
）を
記
入

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支

所
へ

※
申
し
込
み
が
定
員
の
半
数
に

満
た
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
。

〒□□□－ □□□□

（往信用表） （返信用裏）

中央児童センター宛
伊勢市八日市場町13-1

5 1 6   0 0 7 6

何も記入しないで
ください

〒□□□－ □□□□

氏名　様
住所

①親子の氏名
②親子の年齢
③住所
④電話番号

（返信用表） （往信用裏）

親子ヨガ講座 往復はがきの書き方
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン 会食会 活動紹介

吹上せせらぎ会

＜主な活動場所＞
明照浄済会 柊

＜主な活動場所＞
宮前保健福祉会館

ボランティア  活動紹介

ボランティアグループ
「蟻」～ALI～

＜活動内容＞

　車椅子マーク駐車場の正しい利用方法の普及

活動やエコキャップ活動を行っています。

＜活動のきっかけ＞

　高校生の頃、友人と車椅子マーク駐車場の使

い方などを話し合ったことがきっかけです。

＜活動していて良かったこと＞

　いろいろな方 と々交流ができるようになり、自

分たちでも知らなかった知識をたくさん得ること

ができるようになったことです。

宮前地区ふれあい食事会
　今年度の小俣町内の会

食会は、保健福祉会館ご

とに開催されることにな

り、6月には宮前保健福
祉会館で行われました。

担当地区の民生委員さん

によるお楽しみ会や、お

いしい食事で皆さん楽し

い時間を過ごしました。

　第1金曜日に開催され
ています。

　毎回、昼食の前には「せ

せらぎ会会歌」を皆で合

唱しています。その後、

さまざまな情報交換を行

いながら、皆さん楽しく

食事しています。

　

７
月
27
日
㈰
、
三
重
県
日
本

舞
踊
協
会
伊
勢
支
部
が
、
観
光

文
化
会
館
で

｢

第
34
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
舞
踊
会｣

を
開
催
し
、
そ

の
収
益
金
を
一
人
親
家
庭
の
活

動
支
援
金
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
社
会
福
祉
協
議

会
・
池
田
ミ
チ
子
会
長
か
ら
、

三
重
県
日
本
舞
踊
協
会
・
勝
美

延
三
会
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
重
県
日
本
舞
踊
協
会
伊
勢

支
部
よ
り
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た

匿名…児童書・図鑑48冊、匿
名…第62回伊勢神宮奉納全国
花火大会桟敷席６人用24枚、
ラッキープラザ伊勢玉城店…お
菓子

 【寄附をいただいた皆さま】
（敬称略、順不同）

 ありがとうございました
〔平成26年６月16日～７月15日〕

と
き　

10
月
15
日
㈬
・
21
日
㈫
、

午
後
７
時
〜
９
時（
受
け
付
け

は
午
後
６
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
保
健
会
議
室

対
象　

市
内
の
福
祉
・
介
護
福

祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
人

内
容　

基
本
的
な
接
遇
と
マ
ナ

ー
、
お
客
さ
ま（
利
用
者
）は
も

ち
ろ
ん
職
員
同
士
で
も
役
に
立

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
び
ま
す（
身
だ
し
な
み
、

言
葉
遣
い
、
あ
い
さ
つ
・
応
接

の
基
本
動
作
、電
話
の
か
け
方
・

受
け
方
な
ど
）

講
師　

拝は
い

郷ご
う

眞
理
子
さ
ん（
キ

ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
代
表
）

定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
〜
26

日
㈮
・
正
午
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
へ

 

伊
勢
市
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
事
業

接
遇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修

心
の
ふ
れ
あ
う
サ
ー
ビ
ス

　

相
談
援
助
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
・
稲
松
真
人
さ
ん
を
招
い
て

講
義
を
い
た
だ
き
、
相
談
支
援

に
関
わ
る
人
の
資
質
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

と
き　

10
月
７
日
㈫
、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ 

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
保
健
会
議
室

対
象　

市
内
の
福
祉
施
設
の
相

談
員
、
相
談
支
援
に
関
わ
っ
て

い
る
人

講
師　

稲
松
真
人
さ
ん（
兵
庫

県
対
人
援
助
研
究
所
主
宰
）

定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
〜
30

日
㈫
に
、
電
話
で
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
へ

 

伊
勢
市
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
事
業

相
談
援
助
力
を
高
め
よ
う
!!

〜
相
談
援
助
技
術
向
上
研
修
会
〜
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
26
年
度
分
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

食
の
防
災
・
備
蓄
食

材
を
使
っ
た
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前（
閉
庁
日
の
場
合
は
、
そ
の

前
開
庁
日
）
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

９月  ９日㈫ 小俣保健センター

各 30人９月 18日㈭ 福祉健康センター

９月 19日㈮
ハートプラザみその

江コミュニティセンター 20人

９月 20日㈯ 福祉健康センター 30人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　
33
万
円（
60
回
分
）

　

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を

対
象
に
食
育
活
動
を
行
う
食
生

活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
調
理

実
習
な
ど
を
通
し
て
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
食
生
活
や
運

動
、
毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
は
、
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
の
仲
間
と
し
て
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

10
月
３
日
㈮
・
24
日
㈮
・

11
月
７
日
㈮
・
12
月
12
日
㈮
・

平
成
27
年
１
月
16
日
㈮
・
２
月

６
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
午
後
３

時（
計
６
回
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

調
理
実
習
、
講
話（
よ

い
食
生
活
の
こ
つ
、
献
立
の
立

て
方
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
）、
運
動
実
技

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
教
材

費
・
食
材
費
）

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
か
ら
出
発
健
康
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

※
セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
に
修
了
証

書
を
渡
し
ま
す
。

予
算
額　
８
万
２
千
円

　

お
口
の
健
康
を
保
ち
、
肺
炎

や
え
ん
下
障
害
を
予
防
し
、
元

気
な
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

と
き　

９
月
18
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
で
、
口
が
渇
く
、
お
茶
や
汁

物
な
ど
で
む
せ
る
、
飲
み
込
み

に
く
い
な
ど
の
症
状
が
気
に
な

る
人

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と

口
の
健
康
の
話（
講
師

：

岡
村

芳
輝
さ
ん〔
伊
勢
地
区
歯
科
医

師
会
会
員
〕
）、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
体
操
な
ど

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

口
腔
訓
練
教
室

予
算
額　
９
万
７
千
円

　

最
近
、
よ
く
つ
ま
ず
く
、
転

び
そ
う
に
な
る
な
ど
、
脚あ

し

が
弱

っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
転
倒
骨
折

予
防
の
た
め
の
体
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

と
き　

９
月
30
日
〜
12
月
16
日

の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分（
計
12
回
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

70
歳
以
上
の
人
で
、つ
ま
ず
く
・

転
ぶ
な
ど
の
経
験
が
あ
り
筋
力

低
下
が
心
配
な
人（
長
期
コ
ー

ス
の
受
講
経
験
の
な
い
人
に
限

る
）

内
容　

保
健
師
・
理
学
療
法
士

の
お
話
、
健
脚
度
測
定
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

定
員　

30
人
程
度

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
靴
、
飲
み
物

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ 転
倒
骨
折
予
防
教
室

（
長
期
コ
ー
ス
）
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と
き　

９
月
19
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ 離
乳
食
教
室

予
算
額　
約
36
万
５
千
円（
16
回
分
）

　

複
雑
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
現
代
社
会
で
は
、
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
健
康
問
題
、
育
児
・

介
護
な
ど
の
加
重
な
負
担
、
長

引
く
不
況
な
ど
に
よ
る
経
済
問

題
な
ど
を
抱
え
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
が
続
く
日
本

で
は
、
自
殺
者
数
が
、
平
成
10

年
以
降
連
続
し
て
３
万
人
を
超

え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
は
３
万
人
を
下

９
月
10
日
〜
17
日
は

自
殺
予
防
週
間

回
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
25
年
の
県
内
の
自
殺

者
数
は
３
８
７
人
、
伊
勢
市
に

お
け
る
自
殺
者
数
は
28
人
で

す
。（
内
閣
府
資
料
よ
り
）

　

自
殺
は
個
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組

む
問
題
で
す
。

あなたにもできる

自殺予防のための４つのポイント
1 気付き
　　家族や職場の同僚の言動や顔

色に気になることはありません

か。家族や仲間のいつもと違う

変化に気付き、「どこか具合が悪

いの？」「眠れている？」などと

声を掛けてみましょう。

《こんなサインに注意！》
　・・口数が減って元気がない

　・・家族や友人から孤立している

　・・酒量が増える

　・・原因不明の体調不良が長引い

　ている

　・「消えてしまいたい」「死んだら

　楽になる」などと口にする

2 傾聴
　　本人の気持ちや言葉を尊重し、否定

せずにそのまま受け止めることが大事

です。本人の言葉にじっくり耳を傾け、

つらい気持ちを十分に語ってもらうこ

とが自殺予防の第一歩です。

3 つなぐ
　　「何が問題になっているのか」「解決し

たい課題は何か」など、話を整理し、

早めに相談機関（下表参照）などに相談

することを勧めましょう。

4 見守る
　　温かく、優しく、寄り添いながら見

守りましょう。

相談内容 相談窓口 電話番号 受付日時

①自殺予防電話相談 こころの健康センター ☎059-253-7823 月曜日、13:00～16:00
（祝日の場合は火曜日）

②こころの悩みの傾聴 こころの傾聴テレフォン
☎059-223-5237
☎059-223-5238 月～金曜日(※)、10:00～16:00

③自殺予防いのちの電話 三重いのちの電話
☎059-221-2525 毎日、18:00～23:00
☎0570-783-556 毎日、10:00～22:00
☎0120-738-556 毎月10日、8:00～翌8:00

④こころの悩みの相談 伊勢保健所 ☎27-5148 月～金曜日(※)、8:30～17:15
⑤来所・電話による相談 伊勢市健康課 ☎27-2435 月～金曜日(※)、8:30～17:15

※②④⑤は祝日・年末年始を除く。

　

自
殺
す
る
と
き
、
多
く
の
人

が
何
ら
か
の
心
の
病
気
に
か
か

っ
て
お
り
、
中
で
も
う
つ
病
の

割
合
が
高
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。

◆
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う

　

う
つ
病
は
、
特
別
な
病
気
で

は
な
く
、
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
服
薬
・

休
養
が
効
果
的
で
す
の
で
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
早
め

に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

主
な
症
状　

気
分
が
沈
む
、
自

分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率
が

落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、
不

眠
が
続
く
な
ど

自
殺
は
心
の
病
が
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

◆
ス
ト
レ
ス
に
上
手
に
対
処
し

ま
し
ょ
う

　

う
つ
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
ず

上
手
に
発
散
す
る
と
と
も
に
、

心
身
の
休
養
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
趣
味
な
ど
の
楽
し
み

を
見
つ
け
る
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

過
ご
す
よ
う
に
す
る
な
ど
、
自

分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
対
処
法

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

こころの悩み相談窓口一覧表
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め
ま
い
は
、
日
常
的
に
多
く

の
人
が
体
験
す
る
症
状
の
一
つ

で
す
。
症
状
の
程
度
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
60
歳
以
上
で
は
約

30
％
の
人
が
日
常
的
に
「
め
ま

い
」
や
「
ふ
ら
つ
き
」
を
感
じ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
い
め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
で

も
、
脳
や
全
身
の
病
気
と
関
連

し
、
重
大
な
病
気
の
前
触
れ
と

な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。 

ま
た
、め
ま
い
・

ふ
ら
つ
き
に
よ
っ
て
「
動
け
な

い
」「
動
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ

る
」
な
ど
か
ら
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
こ
と
が
あ
り
ま

介
護
予
防
講
演
会

知
っ
て
安
心
！

高
齢
者
に
多
い
「
め
ま
い
」
や

「
ふ
ら
つ
き
」
に
つ
い
て

す
。
さ
ら
に
は
、
全
身
の
機
能

低
下
へ
と
つ
な
が
り
、
閉
じ
こ

も
り
や
寝
た
き
り
に
な
る
危
険

も
高
ま
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
め
ま
い
・
ふ

ら
つ
き
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
習
得
し
、
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

10
月
２
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

内
容　

高
齢
者
に
多
い
「
め
ま

い
・
ふ
ら
つ
き
」
に
つ
い
て
の

お
話

講
師　

堂
本
洋
一
さ
ん（
伊
勢

慶
友
病
院
長
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

予
算
額　
約
２
万
７
千
円

歯
科
医
院　

大
西
歯
科
医
院

（
度
会
町
田
口
、
☎
64
０
０
３

９
）〔
予
約
不
要
〕

歯
周
疾
患
検
診
の

実
施
歯
科
医
院
を
追
加

■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■医療関係者による電話相談（子どもの急な病気や事故・薬）
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 2,092 万 8千円（うち診療所収入・他町分担金 9,521 万 6千円）

主な相談など

予算額　子育て相談（85回分）322万 2千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）98万 7千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

９月  ２日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
９月  ３日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ９月 11 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

９月  ９日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
９月 18 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 ９月 24 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

９月 12 日㈮ 10:00 ～ 11:30 宮本地区コミュニティセンター ③エイズ検査

９月 16 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00 第 2火曜日 17:30 ～ 19:00

９月 26 日㈮ 10:00 ～ 11:30 大湊地区コミュニティセンター ④こころの健康相談（要予約）

９月 25日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

診療
科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30～22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日

10:00～12:00
―

13:00～17:00

19:30～22:00 ―

歯科 日曜日・祝日
10:00～12:00

―
13:00～17:00

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

　

市
で
は
、
18
〜
24
歳
の
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
観
光
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
初
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｉ
in
伊
勢
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

店
舗
利
用
特
典
や
宿
泊
割
引
ク

ー
ポ
ン
な
ど
、
若
者
に
伊
勢
を

訪
れ
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
き

っ
か
け
」
を
提
供
し
、
伊
勢
へ

の
初
め
て
の
旅
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
そ
の
若
者
が
何

観
光
企
画
課（
☎
21
５
５
６
５
）

観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

初
Ｔ

タ
　
　
　
　
ビ

Ａ
Ｂ
Ｉ
in
伊
勢

参
画
事
業
者
を
募
集

度
も
伊
勢
を
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ

ー
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
の
事
業

実
施
に
向
け
、
事
業
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
飲
食
店
・
土
産
物

店
な
ど
の
店
舗
や
宿
泊
施
設
な

ど
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
者
向
け
説
明
会

　

事
業
者
の
募
集
に
先
立
ち
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
26
日
㈮
、
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
事
業
者

○
店
舗
な
ど
の
場
合

・・
市
内
で
営
業
し
て
い
る

・・
若
者
の
観
光
客
に
伊
勢
の
魅

力
を
伝
え
る
熱
意
が
あ
る

・・
店
頭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

基
本
的
な
操
作
を
行
い
、
観
光

客
の
対
応
が
で
き
る

※
未
成
年
を
含
む
若
者
向
け
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
パ
ブ
・

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
女
性
に
よ
る

接
客
を
伴
う
形
態
の
店
舗
は
対

象
外
と
し
ま
す
。

○
宿
泊
施
設
の
場
合

・・
市
内
で
営
業
し
て
い
る

・・
若
者
の
観
光
客
に
伊
勢
の
魅

力
を
伝
え
る
熱
意
が
あ
る

申
し
込
み　

９
月
16
日
㈫（
必

着
）ま
で
に
、
所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
事
業
者
名（
店

舗
名
な
ど
）・
業
種
・
代
表
者

氏
名
・
出
席
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
次
の
申
込
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
「
初
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
in
伊
勢
係
」

（
☎
０
３
・
６
８
３
５
・
６
２

５
０
、
FAX
０
３
・
６
８
３
４
・

８
６
２
８
、
ア
ド
レ
スjalan_

rc@
r.recruit.co.jp

）

※
申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
説
明
会
以
降
、
別
の
日
程
で

「
店
舗
な
ど
」「
宿
泊
施
設
」
に

分
け
て
詳
し
い
説
明
会
を
実
施

予
定
で
す
。
日
程
な
ど
は
説
明

会
当
日
に
お
伝
え
し
ま
す
。

※
説
明
会
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
参
画
を
希
望
す
る
事
業
者

全
体
を
対
象
に
開
催
し
ま
す

が
、
参
画
に
当
た
っ
て
は
審
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
参
画

募
集
種
目
・
受
付
期
間　

左
表

の
と
お
り

資
格　

高
等
学
校
を
卒
業（
見

込
み
を
含
む
）
し
て
い
る
21
歳

未
満
の
人

※
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、
同

事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
伊
勢

地
域
事
務
所（
☎
23
３
８
８
０
）

自
衛
官
な
ど
を
募
集

自衛官などを募集
募集種目 受付期間

防衛大学校

推薦
９月５日㈮～９日㈫

総合選抜

一般前期 ９月５日㈮～30日㈫

一般後期
平成27年
１月21日㈬～30日㈮

防衛医科大学校
医学教育部

医学学科学生
９月５日㈮～30日㈫

自衛官候補看護学生

広
告

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
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対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
在

住
し
て
い
る
人

・
18
歳
以
上
の
人

・・
伊
勢
市
の
観
光
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
客

に
伊
勢
市
を
紹
介
し
た
い
と
い

う
意
欲
が
あ
る
人

・・
月
３
回
以
上
、
観
光
ガ
イ
ド

と
予
約
ガ
イ
ド
の
で
き
る
人

申
し
込
み　

９
月
30
日
㈫
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書（
外
宮
前

観
光
案
内
所
に
あ
り
ま
す
）
を

同
協
会
へ

※
講
習
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
で
き
る

人
に
、「
お
伊
勢
さ
ん
観
光
ガ

イ
ド
の
会
」
の
認
定
書
を
発
行

し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
の
活
動
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協
会
・

お
伊
勢
さ
ん
観
光
ガ
イ
ド
の
会

（
☎
23
３
３
２
３
）

お
伊
勢
さ
ん

観
光
ガ
イ
ド
を
募
集

試
験
・
講
座

危
険
物
取
扱
者
後
期
試
験

と
き　

11
月
16
日
㈰（
午
前
…

乙
種
第
１
類
〜
第
６
類
・
丙
種
、

午
後
…
甲
種
・
乙
種
第
４
類
）

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み　

９
月
18
日
㈭
〜
29

日
㈪（
電
子
申
請
の
場
合
は
９

月
15
日
㈷
・
午
前
９
時
〜
26
日

㈮
・
午
後
５
時
）
に
、
願
書
を

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
へ

※
願
書
は
、
消
防
本
部
・
消
防

署（
本
署
・
各
分
署
・
各
出
張
所
）

に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重

県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/branch/23m
ie/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
１
２
６
３
）

催
し
物

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

と
き　

10
月
８
日
㈬
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
環
境

に
優
し
い
運
転
）
を
体
験
し
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知
識

と
運
転
の
こ
つ
を
学
び
ま
す

講
師　

Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
職
員

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
〜
30

日
㈫
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
事

業
課（
☎
０
５
９
・
２
２
２
・

２
３
０
０
）へ

※
参
加
費
は
、
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
し
て
い
る
人
は
無
料

で
す
が
、
そ
の
他
の
人
は
有
料

と
な
り
ま
す
。

環
境
課（
☎
21
５
５
４
０
）

と
き　

９
月
７
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

小
俣
図
書
館

内
容　

青
少
年
の
健
全
育
成
に

取
り
組
む
地
域
の
活
動
発
表
、

基
調
講
演
「
子
ど
も
の
安
心
安

全
な
ネ
ッ
ト
使
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

社
会
教
育
課（
☎
22
７
８
８
６
）

青
少
年
育
成
市
民
会
議

研
修
会

糖
尿
病
教
室

と
き　

９
月
12
日
㈮
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
糖
尿
病
と
腎
臓

〜
あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈

夫
？
〜
」
波
部
美
穂（
伊
勢
総

合
病
院
臨
床
検
査
技
師
）・
松

井
純
子（
同
病
院
看
護
師
）・
辻

智
子（
同
病
院
管
理
栄
養
士
）

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
23
５
１
１
１
）

広
告

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕 
約
14
万

８
千
円（
２
回
分
）
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
か
み
さ
ま
と
の
や
く
そ
く
」

を
上
映
し
ま
す
。
上
映
後
は
、

映
画
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画
れ

い
ん
ぼ
う
伊
勢（
☎
21
５
５
１
３
）

♪
れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ
♪

「
か
み
さ
ま
と
の
や
く
そ
く
」

上
映
会

と
き　

９
月
21
日
㈰
、
①
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
・
②
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

定
員　

各
50
人（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円（
飲
み
物

付
き
、
小
学
生
以
下
は
無
料
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈫
か

ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、

ア

ド

レ

スkouryu@
city.ise.

m
ie.jp)

へ

※
託
児
で
き
ま
す
。（
有
料
）

　

山
田
奉
行
所
へ
赴
任
し
た
旗

本
・
御
家
人
・
土
着
役
人
た
ち

と
神
宮
の
神
官
や
御
師
た
ち
と

の
交
流
の
足
跡
、
ま
た
、
神
都

の
文
化
興
隆
に
果
た
し
た
奉
行

の
実
績
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

８
月
22
日
㈮
〜
10
月
８

日
㈬
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
火
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
９

月
23
日
㈷
は
臨
時
開
館
し
、
９

月
24
日
㈬
は
臨
時
休
館
）

と
こ
ろ　

山
田
奉
行
所
記
念
館

内
容　

掛
け
軸
・
絵
・
写
真
な

ど
の
展
示

山
田
奉
行
所
記
念
館

（
☎
36
８
８
３
３
）

山
田
奉
行
所
記
念
館

夏
季
特
別
展

山
田
奉
行
と
そ
の
文ぶ

ん

運う
ん

－

幕
末
期
の
「
松し

ょ
う

杉さ
ん

和
歌

集
」
を
中
心
に

－

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕 

20
万
円

と
き　

①
９
月
16
日
〜
11
月
４

日
の
毎
週
火
曜
日
・
②
９
月
17

日
〜
11
月
５
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
各
８

回
）

と
こ
ろ　

県
営
大
仏
山
公
園
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

各
８
人（
先
着
順
）

受
講
料　

各
９
０
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
）

※
教
室
開
始
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
を
返
金

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
か

ら
、
電
話
で
同
管
理
事
務
所
へ

※
教
室
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
山
本
コ
ー
チ（
☎
０
９
０
・

９
９
２
４
・
３
７
５
８
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
営
大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
23
６
５
６
５
）

県
営
大
仏
山
公
園

テ
ニ
ス（
硬
式
）教
室

　

障
が
い
者
の
雇
用
を
検
討
し

て
い
る
企
業
と
、
公
共
職
業
安

定
所
に
登
録
済
み
で
就
職
活
動

中
の
障
が
い
者
を
対
象
に
、
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
10
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

県
伊
勢
庁
舎
・
４
階

４
０
１
会
議
室

持
ち
物　

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
カ
ー
ド

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
27
８
６
０
９
）

障
害
者
就
職
面
接
会

in
伊
勢

　　　　　　　かみさまとのやくそく
　　　　　　　～胎内記憶を語る子どもたち～
　「ボク（私）は、お母さんをえらんで生まれてきたよ」―お
母さんのおなかにいたときの記憶や、その前の記憶を語る
子どもたち。人は、何のために生まれてくるのか？自分が
生まれてきた意味は？胎児や赤ちゃんの通訳をする“たい
わ士”が、子どもの心にどう寄り添うべきかを教えてくれ
ます。妊娠中の人、子育て中の人はもちろん、この世に生
まれた全ての人の胸を打つ、感動のドキュメンタリー。

映画紹介

広
告
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伊
勢
地
域
難
病
相
談
会

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
難
病
の

人
の
地
域
交
流
活
動
の
推
進
や

就
労
支
援
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
難
病

に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
こ
の
相
談
会
で
は
、
医
師

に
よ
る
医
療
相
談
も
行
い
ま
す
。

と
き　

９
月
21
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時（
受
け
付
け
は

午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ　

県
伊
勢
庁
舎
・
４
階

４
０
１
会
議
室

対
象　

難
病
患
者
と
そ
の
家

族
、
保
健
福
祉
関
係
者
な
ど

三
重
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
３
５
）

　

10
月
５
日
㈰
〜
11
日
㈯
の

「
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週
間
」

に
ち
な
み
、
誰
に
で
も
訪
れ
る

最
期
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

伊
勢
赤
十
字
病
院
総
務
課

（
☎
65
５
０
０
２
）

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
週
間

イ
ベ
ン
ト

く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈯
、
①
午
後

２
時
〜
・
②
午
後
３
時
45
分
〜

と
こ
ろ　

伊
勢
赤
十
字
病
院
・

１
階
や
ま
だ
ホ
ー
ル

内
容　

①
不
治
の
病
と
向
き
合

い
、
ユ
ー
モ
ア
と
活
力
を
最
後

ま
で
失
わ
な
い
父
と
家
族
の
姿

を
娘
が
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
の
上
映
会
、
②
同
病

院
で
受
け
ら
れ
る
緩
和
ケ
ア
に

つ
い
て
の
紹
介
「
知
っ
て
く
だ

さ
い　

緩
和
ケ
ア
」

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙

を
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
病
院（
FAX
㉘
２
９
６
５
）へ

※
申
込
用
紙
は
同
病
院
総
合
受

付
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.ise.jrc.or.jp

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

敬
老
祝
品
を
贈
呈

　

長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
敬

老
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

９
月
１
日
現
在
、
１
年

以
上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

・
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
の
期
間
に
88
歳

ま
た
は
１
０
０
歳
に
な
る
人

（
88
歳
…
大
正
15
年
４
月
１
日

〜
昭
和
２
年
3
月
31
日
生
ま

れ
、
１
０
０
歳
…
大
正
３
年
４

月
１
日
〜
大
正
４
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）

・
市
内
最
高
齢
者（
生
涯
に
１

回
限
り
）

贈
呈
方
法　

９
月
９
日
㈫
以

降
、
市
職
員
ま
た
は
宅
配
業
者

が
自
宅
へ
届
け
ま
す

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
５
９
）

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

４
７

７
万
９
千
円

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

・・
村
松
町
会　

放
送
設
備
の
整

備・・
常
磐
西
世
古
町
内
会　

液
晶

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
他
備
品
の
整

備 市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

広
告
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災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

と
は
、
災
害
時
に
安
全
な
場
所

へ
避
難
す
る
な
ど
の
行
動
を
取

る
の
に
何
ら
か
の
支
援
を
要
す

る
人（
災
害
時
要
援
護
者
）に
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
を
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　

登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た

ら
、
市
が
台
帳
を
作
成
し
て
、

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、消
防
団
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
渡
し
、
地
域
の
支
え
合
い
に

よ
り
災
害
な
ど
に
備
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
時
要
援

護
者
が
、「
誰
と
」「
ど
の
よ
う

に
」「
ど
こ
に
」
避
難
を
す
る
の

か
、
ま
た
、
避
難
の
際
や
避
難

所
で
は
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
付
け
る
の
か
」
と
い
っ
た

一
人
一
人
の
「
個
別
支
援
プ
ラ

ン（
個
人
の
避
難
計
画
）
」
を

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
７
５
、FAX
20
８
５
５
５
）

介
護
保
険
課（
☎
21
５
５
６
０
）

こ
ど
も
課（
☎
21
５
５
７
９
）

災
害
時
要
援
護
者

登
録
制
度

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

対
象　

自
分
自
身
や
家
族
の
支

援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
、
在
宅
生
活
を
し
て
い

る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人

・・
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

・・
身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
・

内
部
障
が
い
１
〜
２
級
、視
覚
・

聴
覚
障
が
い
１
〜
３
級
）
を
持

っ
て
い
る
人

・・
療
育
手
帳（
Ａ
１
・
Ａ
２
）を

持
っ
て
い
る
人

・・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）を
持
っ
て
い
る
人

・・
難
病
患
者
で
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
の
う
ち
、
重
症
患
者
認

定
を
受
け
て
い
る
人

・・
こ
れ
ら
に
準
じ
る
状
態
で
、

自
ら
要
援
護
者
で
あ
る
こ
と
を

申
し
出
た
人

申
請　

申
請
書
を
、
高
齢
・
障

が
い
福
祉
課
、
介
護
保
険
課
、

こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
、
各
支
所
へ

　

過
去
の
地
震
で
は
、
住
宅
の

倒
壊
だ
け
で
な
く
、
倒
れ
た
家

具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
、
命
を

失
っ
た
り
、
負
傷
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
後
に

来
る
恐
れ
の
あ
る
津
波
か
ら
素

早
く
避
難
行
動
を
す
る
た
め
に

も
、
家
具
が
倒
れ
る
の
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
自
力
で
家
具
の
固

定
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ

れ
る
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
次

の
と
お
り
無
料
で
家
具
固
定
を

行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
26
日
㈰
・
11
月
９

日
㈰

※
作
業
は
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
間
に
行
う
予
定
で
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
家
具
固
定
に
立
ち
会
え
る

世
帯

・
70
歳
以
上
の
人

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

無
料
で
家
具
固
定

・・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・・
母
子
家
庭（
扶
養
す
る
子
が

20
歳
未
満
の
場
合
の
み
）

※
こ
れ
ま
で
市
の
無
料
家
具
固

定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
世
帯

は
対
象
外
で
す
。

募
集
数　

60
世
帯（
先
着
順
）

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
、
固
定

す
る
家
具
は
３
台
ま
で
で
す
。

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈪
〜
19

日
㈮
に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
同

課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

各
支
所
へ

※
借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

※
10
月
上
旬
に
現
場
の
下
見
を

行
い
ま
す
。
現
場
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
家
具
固
定
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕 

66
万
円

宮城県北部の地震（2003年7月、
最大震度6強）の際に転倒した家具

広
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現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
９
月
30
日
㈫
で
す
。

　

９
月
下
旬
に
、
新
し
い
保
険

証
を
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
送

付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
は
な
く
、
手
渡
し
に

よ
る
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

９
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
18
日
㈭
以
降
、
新
し
い
保

険
証
を
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

旧
保
険
証
は
返
却
を

　

旧
保
険
証
は
、
10
月
１
日
㈬

以
降
に
、
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

て
か
ら
旧
保
険
証
を
返
却
す
る

ま
で
に
、
住
所
異
動
の
手
続
き

を
行
う
場
合
は
、
必
ず
新
旧
の

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険

９
月
下
旬
に

新
し
い
保
険
証
を
送
付

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料

（
税
）を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
医
療
機
関
で
の
負
担
が
全

額
自
己
負
担
と
な
る
「
資
格
証

明
書
」
や
、
通
常
よ
り
有
効
期

間
が
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
〜
平
成
27
年
９
月

30
日
に
75
歳
に
な
る
人（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る

人
）
は
、
新
し
い
保
険
証
の
有

効
期
限
が
誕
生
日
の
前
日
と
な

り
ま
す
。

保
険
料（
税
）の
滞
納
世
帯
に
は

異
な
る
証
明
書
・
保
険
証
を
送

付75
歳
に
な
る
人
は

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
社

会
的
に
弱
い
立
場
で
あ
る
と
さ

れ
る
人
々
へ
の
暴
行
・
虐
待
が

依
然
と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、全
国
一
斉「
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」強
化
週
間
を
実
施
し
、

時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

と
き　

９
月
８
日
㈪
〜
14
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

相
談
用
電
話
番
号　

☎
０
５
７

０
・
０
０
３
・
１
１
０（
全
国

統
一
番
号
）

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間

市
有
地
を
売
却

　

市
が
所
有
す
る
下
表
の
土
地

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
の
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人（
Ｙ
ａ

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　

９
月
３

日
㈬
・
午
後
１
時
〜
22
日
㈪
・

午
後
２
時

入
札
期
間　

10
月
７
日
㈫
・
午

後
１
時
〜
14
日
㈫
・
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市有地売却物件
所在地 桜木町字丸山203番53
面積 104.48㎡（約31.6坪）
地目 宅地

建ぺい率 50%
容積率 100%
用途地域 第一種低層住居専用地域

最低売却価格 3,490,000円

広
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建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退

共
）
制
度
は
、
建
設
業
界
で
働

く
人
た
ち
の
た
め
に
、
法
律
に

よ
り
国
が
創
設
し
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
労
働
者
の
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
、
事
業
主

が
証
紙（
掛
け
金
）を
共
済
手
帳

に
貼
っ
て
い
き
、
そ
の
労
働
者

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
・
建
設
業
退
職
金
共
済
事

業
三
重
県
支
部

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
４
１
１
６
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
は
、
現
在
よ

り
50
万
人
多
い
２
０
０
万
人
の

看
護
職
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
看
護
職
の

人
材
確
保
を
促
進
す
る
た
め
の

法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
、
離
職

者
の
ス
ム
ー
ズ
な
復
職
に
向
け

て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
都

道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の

届
け
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
離
職
し
て
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
就
業
し
て
い
る
人
も

含
め
て
、
看
護
職
の
免
許
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
電
話
ま
た

公
益
社
団
法
人
三
重
県
看
護
協
会

三
重
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
２
２
・
０
４
６
６
）

看
護
職
の
登
録
制
度

　

民
事
の
ト
ラ
ブ
ル（
金
銭
の

貸
し
借
り
、
交
通
事
故
の
損
害

な
ど
）
を
裁
判
所
で
解
決
す
る

方
法
に
は
、
裁
判（
民
事
訴
訟
）

だ
け
で
な
く
、「
民
事
調
停
」

と
い
う
話
し
合
い
の
制
度
が
あ

津
地
方
裁
判
所

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
２
）

民
事
調
停

〜
民
事
ト
ラ
ブ
ル
の

よ
り
良
い
解
決
に
向
け
て
〜

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
三
重
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー（
ア
ド
レ
スm

ie@

nurse

‐center.net

）へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制

度
で
す
。

　

建
設
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

り
ま
す
。

　

民
事
調
停
で
は
、
法
的
な
考

え
方
や
ト
ラ
ブ
ル
の
実
情
を
踏

ま
え
て
裁
判
所
が
解
決
案
を
作

り
、
積
極
的
に
当
事
者
間
の
調

整
を
行
う
と
い
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
皆
さ
ん
が
民

事
調
停
を
よ
り
一
層
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
事
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

場
合
は
、
一
度
、
民
事
調
停
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
告
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イベント掲示板
　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

時９月７日㈰、14:30～16:00　所いせ市民活動セン
ター北館（いせシティプラザ）・2階会議室Ｂ　内クラ
シックギター（独奏、二重奏）と歌のコンサート　料前
売り700円・当日800円
※収益の一部は東日本大震災復興支援に使われます。

伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎090-5618-4463）

うたとギターの音楽散歩

時９月14日㈰、13:30～16:15　所観光文化会館・大
ホール　内クラシックやポップスのステージ、豊浜
中学校音楽部との合同ステージ　料大人…前売り
600円・当日800円、学生…前売り500円・当日700
円

伊勢シンフォニックバンド・村林さん（☎090-8738-2214）

伊勢シンフォニックバンド
第36回定期演奏会

時９月20日㈯、12:30～15:30　所せんぐう館（雨天
の場合は生涯学習センターいせトピア）　内一色
能・通能・馬瀬狂言が一堂に会し、ご遷宮一年祭奉
納事業として、能・舞囃子・狂言・仕舞などを行い
ます

伊勢の伝統の能楽を継承する会・吉川さん（☎25-6526）
伊勢の伝統の能楽まつり

時９月23日㈷、13:00～15:40　所生涯学習センター
いせトピア・多目的ホール　内吟に合わせて舞いま
す。扇のみで舞う「詩舞」、剣を持って舞う「剣舞」
の舞台発表です。

いせハンドinハンド・酒徳さん（☎22-0288）

吟詠詩舞道 青少年大会
第10回小さな小さな発表会

時９月20日㈯・8:30～16:00、21日㈰・8:30～14:00
所小俣農村環境改善センター・多目的ホール　内限
りある資源を有効利用するため、家庭に眠っている

品物を出品していただいて販売します

出品するリサイクル品を募集
時９月８日㈪～13日㈯、9:00～16:00　所小俣公民
館・1階ホール
※品物が売れた場合は、販売価格の半額を提供者に
　還元し、残りの半額は社会福祉事業へ寄附します。
※受け付けできない品物もあります。
※売れ残った品物は返却しませんのでご了承ください。

小俣町消費生活学級・植村さん（☎22-2984）
第33回リサイクル品即売会

時①９月26日㈮・18:30～、②27日㈯・18:30～
所①津球場公園内野球場、②倉田山公園野球場
内女子プロ野球が三重県で初公式戦を行います。フ
ローラ対ディオーネの激戦をご覧ください。　料大
人1,000円、中学生・高校生500円、小学生300円
※チケット販売については、同リーグのホームペー
　ジ（http://www.jwbl.jp/）をご覧ください。

日本女子プロ野球リーグ（☎0120-89-1538）
女子プロ野球が三重県初上陸！

時 10月４日㈯、14:00～15:30　所皇學館大学・4号
館431教室　内講座「『まつり』と『おもてなし』の
心」木村徳宏さん（皇學館大学神道学科助教）

皇學館大学（☎22-8635）
皇學館大学月例文化講座

時 11月22日㈯　所伊勢神宮・内宮　対昭和59年11
月～昭和60年10月に結婚した夫婦　内 11月22日の
「いい夫婦の日」に、内宮で「真珠婚」をお祝いし
ませんか？ 詳しくは、ホームページ（「真珠婚国際
協会」で検索）をご覧ください　定 100組（申し込み
多数の場合は抽選）　料 1組12,000円　申９月30日
㈫までに同協会へ

真珠婚国際協会（☎0599-46-0546）
真珠婚おかげ参り

時とき  所ところ  対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み

11月１日号＝９月12日㈮
11月15日号＝９月30日㈫

掲載申し込み
締め切り

広
告有料広告募集中有料広告募集中

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成26年度〕 8,109 万 9千円（市主催分のみ）９月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時 毎週月曜日、13:30～15:30〔９月15日
は祝日のため、16日㈫に行います〕
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時９月４日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申８月28日㈭～９月３日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時９月18日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申９月11日㈭～17日㈬に、社会福祉協議
会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または電
話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時 月～金曜日、9:00～12:00・13:00～
16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時９月18日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申９月１日㈪・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時 10月２日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申９月25日㈭～10月１日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※９月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時９月17日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時９月９日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時９月16日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時９月30日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時 ９月11日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時月～金曜日、8:30～17:15
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時９月４日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時月～金曜日、9:30～17:30
所障害者総合相談支援センター「フク
シア」（岩渕2丁目4-9、☎㉑3633、FAX
⑳6535）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所東地域包括支援センター（☎441165）
 　中部地域包括支援センター（☎㉗2424）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時９月３日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時９月10日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時９月17日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時９月24日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時９月９日㈫、13:00～16:00（受け付け
は15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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